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設定後のポートフォリオについて

野村日本バリュー厳選投資
追加型投信／国内／株式

ポートフォリオの資産内容（2025年10月27日現在）

＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
上記はファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としており、特定銘柄の売買等の推奨、また価格等の上昇や下落を示唆するものではありません。
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純資産比はマザーファンドの純資産比と当ファンドが保有するマザーファンド比率から算出しています。
業種は東証33業種分類によります。
(出所)野村證券株式会社のデータ等を基に野村アセットマネジメント作成

組入上位10銘柄 組入銘柄数：47銘柄

業種別比率（純資産比） （ご参考）特性値

平素より「野村日本バリュー厳選投資」（以下、ファンドといいます。）をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
2025年10月22日に設定しましたファンドのポートフォリオの状況についてお知らせいたします。

基準日：2025年9月末
ファンドは2025年10月27日時点の株式の組入比率で加重平均した数値
＊TOPIX（東証株価指数）はファンドのベンチマークではありません。

ROE
（株主資本利益率）

PBR
（株価純資産倍率）

ファンド 9.2% 1.5倍

TOPIX 9.1% 1.6倍

銘柄名 業種 純資産比

1 トヨタ自動車 輸送用機器 5.4%

2 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 4.6%

3 東京エレクトロン 電気機器 4.5%

4 丸紅 卸売業 4.2%

5 フジクラ 非鉄金属 4.2%

6 日立製作所 電気機器 3.8%

7 東日本旅客鉄道 陸運業 3.5%

8 KOKUSAI ELECTRIC 電気機器 3.0%

9 住友不動産 不動産業 2.9%

10 TDK 電気機器 2.8%



2＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
また、上記は当資料作成時点のものであり、予告なく変更する場合があります。

日本株を取り巻く環境

今後の運用方針

日本企業の2025年度業績予想（TOPIXベース）は、米トランプ政権による関税政策などを受けて下方修正が
続いていましたが、7月の日米関税合意で相互関税率が当初の24%から15%に引き下げられたことなどを受けて、
小幅なプラス成長を維持する見通しです。今後も関税に関する先行き不透明感が和らぐにつれ、企業業績見通しの
改善は続くと考えています。
日本の政治情勢では、10月4日の自民党総裁選で高市早苗総裁が選出され、10月21日の首班指名選挙を
経て女性初の首相が誕生しました。現在の議席状況を踏まえると、安定的な政権運営のためには日本維新の会との
連立に加えて、野党の一部経済政策を取り込む現実的なアプローチが想定されます。与党は次期衆院選・参院選
での議席数の拡大を目指すことから、株式市場にとって追い風となる政策が実行される可能性に注目しています。
さらに、金融庁はコーポレートガバナンス・コード（企業統治指針）の5年ぶりの改訂に向けた議論の中で、上場企
業に対し過剰な現預金の滞留を避け、資金の適切な活用状況について説明責任を求める方針を示しました。これに
より、企業の資本効率改善に向けた取り組みが一段と加速することに期待しています。

ファンドは、“実力のある「強い」企業を「安く」買う”ことを運用哲学とし、実力があるにもかかわらず市場で過小評価
されている企業を厳選して投資します。定量分析による「割安性評価」と定性分析による「実力評価」を組み合わせ
ることで、評価の見直し（割安の解消）および実力の伸びによるリターンの獲得を追求してまいります。

10月27日現在のファンドの業種別比率を市場（TOPIX）と比較すると、電気機器や非鉄金属、金属製品など
の比率が高い一方、情報・通信業やサービス業、医薬品などの比率が低い状況（あるいは非保有）となっています。
足元では、①強い競争力に支えられた収益性の高さを背景に、株主還元を強化している企業、②半導体関連や

DX（デジタルトランスフォーメーション）など、社会の変化を支援する技術を持つ企業、③コーポレートガバナンスの
改善などから資本効率の改善が期待される企業などに注目しています。

・TOPIXはファンドのベンチマークではありません。



当ファンドの投資リスク
ファンドは、株式等を実質的な投資対象としますので、組入株式の価格下落や、組入株式の発行会社の
倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が下落することがあります。また、外貨建資産に投資する
場合には、為替の変動により基準価額が下落することがあります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生じる
ことがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

ファンドの特色

詳しくは投資信託説明書(交付目論見書)の「投資リスク」をご覧ください。

投資リスク

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。
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＜当資料について＞
当資料は、ファンドに関する参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したものです。
当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
当資料中の記載事項は、全て当資料作成時以前のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。
当資料中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。

＜お申込みに際してのご留意事項＞
ファンドは、元金が保証されているものではありません。
ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
ファンドの分配金は、投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を
行なわない場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。
お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

(2025年11月現在)
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